
人権いいづか ぬくもりNO.105
誰もが自分らしく生きるために「性の多様性」について考える

●みんなの人権 110 番☎0570-003-110 ●子どもの人権 110 番☎0120-007-110 ●女性の人権ホットライン☎0570-070-810
インターネットでも相談を受け付けています。詳細はホームページ、または右のQRコードからもご覧いただけます。

部落差別問題をはじめとするさまざまな人権問題に関する相談を
お受けします。（相談無料・秘密厳守・出張可能）

◆「人権相談」窓口
本庁4階 人権・同和政策課
筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター別館
頴田交流センター

8時半～17時15分
10時～正午
14時～16時
10時～正午
14時～16時毎月第２・４月曜日

毎月第１・３木曜日

平日

【人権相談員などによる「人権相談」】
【弁護士による「法律相談」】
◆申込み：人権・同和政策課（☎0948-43-4764）

人権相談事業　新型コロナウイルス感染症による偏見や差別は許されません。困り事があれば相談を！

　近年、LGBTQをはじめとする性の多様性に関する情報に触れる機会が増えてきました。性のあり方は人それ
ぞれ異なります。価値観や考え方の広がりを持って、さまざまな性のあり方が存在することを当たり前のことと
し、誰もが自分らしく生きることができる社会を築いていくことが必要です。

多様な性があることを知っていますか？

性のあり方は、「男性」と「女性」の2つに限定されるものではなく、
次の4つの要素から構成されるという認識が広がっています。

性のあり方を構成する4つの要素

【LGBTQ】とは、性的少数者（セクシュアルマイノリティ）を表す総称の一つです

しぐさ、言葉づかい、髪型、服装などで表現したい性
表現する性（性表現）

身体の特徴から判断される性
からだの性（性的特徴）

自分の性をどのように感じるか
こころの性（性自認）

どの性を恋愛の対象とするか
好きになる性（性的指向）

福岡県では、性の多様性を認め合い、性的指向や性自認にかかわらず、人生を共にしたい人と
安心して生活することができる環境づくりのため、令和4年4月からパートナーシップ宣誓制度
を開始しています。
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/fukuokapartnership.html

飯塚市でもこの制度に協力しており、一部の行政サービスが利用できます。
https://www.city.iizuka.lg.jp/jinkenkehatsu/partnership.html

※詳しくは各ホームページをご確認ください。

Ｌesbian（レズビアン） ･･････････････････････ 女性として女性をすきになる人
Ｇay（ゲイ） ･･･････････････････････････････ 男性として男性を好きになる人
Ｂisexual（バイセクシュアル） ･････････････････ 異性も同性も好きになる人
Ｔransgender（トランスジェンダー） ･･･････････ からだの性とこころの性が一致しない人
Ｑuestioning（クエスチョニング） ･････････････ こころの性や好きになる性が定まらない人

（飯塚市HP）

（福岡県HP）

きらり 飯塚

プロの能楽師になる人は今はそれほど減ってはいませんが、能楽の世界でも文化の裾野を支える一般のお稽古を
される方が激減しています。今、それが大きな悩みです。

能楽は難しいという印象かもしれませんが、能を鑑賞するときは、本を読むような気持ちで、自分の想像でふく
らませて楽しんでほしいです。

国際交流の機会は増えていますが、日本人は自国の文化を紹介することが苦手と言われています。自国の文化につい
て何も話せないというのは、海外の人から見るととても奇異な印象のようです。日本文化を知ることは、国際化の時代
において重要なことなので、能楽をはじめとする日本の文化に、多くの人に興味をもってもらえたらと思っています。

今後飯塚市でどのような活動をしたいとお考えですか

今後も飯塚市で演能会を続けていきたいです。祖父が昭和12年より飯塚市で能の会を始め、父（木月達雄さん）の
代から年に2回飯塚定期能を開催し、今は私が「飯塚能の会」として開催しています。飯塚市に能に興味をもってく
ださる人を増やしたいと考えています。

子ども向けの伝統文化体験能教室も、始めてから20年になります。これは能を次世代の子ども達に知ってもらう
ために始めました。能のお稽古は、能の台本である謡本を使い、謡を謡ったり、仕舞という能の舞いどころを舞うと
いったところから経験を積めば、舞囃子（まいばやし：着物で能の一部を舞うこと）や能を舞うこともできます。

来年2月にはコスモスコモンで飯塚能の会を開催しますが、小学生から18歳以下の方250名は無料で鑑賞いただ
けますので、ぜひ多くの方に観に来ていただきたいです。

女性能楽師は数少ない存在ですが、女性ならではの苦労などはありますか。

私の家は祖父（木月靖芳さん）の代から能を始め私で3代目です。私はお稽古を3歳から始め初舞台は9歳のときの
「鞍馬天狗の花見」という舞台でした。

能も男性社会なので、男性の方が有利な面もありますが、他の伝統芸能と比較しても開けた世界です。プロの女
性能楽師もたくさん認められています。女性能楽師の先輩方が頑張られて、今の能楽の世界があると思っています。

女性へのメッセージ

私は能楽師の家に生まれ、恵まれた環境にありましたが、お弟子さんを始め多くの人に支えていただきましたの
で、女性には「人とのご縁を大切にし、志をもって、自分にできることは何だろうと考えながら頑張っていれば、
必ず応援してもらえると思います。」と伝えたいです。

●お問合せ　男女共同参画推進課（☎内線1425）

【所属団体】 日本能楽会、公益社団法人能楽協会九州支部、
 福岡市能楽協議会

【賞　　歴】 重要無形文化財保持者(総合認定)、
 国際ソロプチミスト飯塚　女性栄誉賞

【座右の銘】 初心忘るべからず

2023年の日本のジェンダーギャップ指数は世界146か国中125位と過去最低でした。政治、経済分野に
おける男女格差が埋まらず、他国の男女格差解消の取組が進む中、日本の格差解消が遅々として進んでい
ない状況が明確になっています。

日本文化には後継者不足で存続が厳しいものもあるのではないかと推測します。
能の世界はどのような状況ですか。

能楽師(観世流シテ方)、「木月靖謳会」主宰、「飯塚能の会」主催
木月　晶子 さん
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